
~ 

真言子、話当検査の現状とその雪内這用における白蓮点凶

1真珠輸出検査の妄点

甥d法拠根(1) 

真珠養殖事業法(昭和 27年法律第 9号)

(昭和 27年農林省令第 50号〉真珠検査規則

(昭和 28年 28*漁第3006号廃止〉(昭和 33年水産庁長官通達337.k漁第 5049号〉真珠輸出検査の実施について

検査基準に係る一部改正又は追加の経過:

格付基準の引上げ

薄 巻 真 珠 の格付基準の引上げ

黒真珠の検査基準の追加

35*漁第5997号

284号37水漁第
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2月37. 

284号37水漁第月7 37. 

淡水無核真珠及び白蝶員真珠等の検査基準の追加39水漁第3005号6 月39. 

薄 巻 真 珠 の格付基準の引上げ41*漁第 6027号41. 10 月

ハーフパールの検査基準の追加46水漁第 1950号3月46. 

缶詰又は瓶詰真珠の検査除外の廃止

淡水染色真珠の検査方法の追加

477k漁第1583号

54水漁第

3 月47. 

927号月5 54. 

昭和 32年 4月以降、輸出入取引法(昭和 27 と格付けされた真珠は、真珠輸出検査によって下級(L ) なお、

さら

の動きのもとで、立!土の下較真珠 の 冥 質 的 な 輸 出 禁 止 措 置 に つ い て も 緩 和 の 方 向 が

平成 3年 12月から迫合員協定の「輸 出呂萱の制限」において、品種(淡水真珠を規制

によって輸出できないこととされ、

ここれについて遇商産業大臣による輸出承認においてアウトサイダ 一規制が行なわれている。

「規制緩和」

に基づく日本真珠輸出組合の組合員協定(カルテ ル 〉年法律第 299号〉

ただし、最近の

i~JT 三l れないことになり、

!こっき設柏市置が詰じら ~'l た J3万円分、 j告は除よ;、〉三ご缶詰(1 i± 向士吉 f指定 2 3かEiに日乏)
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(2) 検査方法

① 真 珠 は 高 額 商 品 で あ るため、原則として「非破壊検査」で行なわれ、また、品質が多様であって器械による検査が

困難であるため、 「肉眼検査」が基本となっている。

② 必要に応じて、ア〉顕 微鏡による検査(黒真珠、淡水染色真珠〉、イ〉科学的検査(黒真珠における弱酸漫漬試験

淡水染色真珠における汗試験、ウ)物理的検査(黒真珠及び淡水染色真珠における粘着クラフトテープを使用したは

く離試験、同じく研磨試験〉等が併用されている(これらの理科学的検査は、水産庁長官通達「真珠輸出検査の実施

について」に明記〉

、， 
d 

③ さらに補助的に軟 X線発生装置、真珠硬度測定装置、走査電子顕微鏡、微分干渉顕微鏡、蛍光物質鑑識器などの機

器が、真珠検査所に設置、使用されている。

(3) スコアカード(検査成績簿)

真珠輸出検査による格付けの結果は、上級 (H) 及び下級(L )の 2等 級 で あ る が 、 こ の 判 定 が 行 な わ れ る 前 に 、 受

検真珠についてはすべて各 ロットごとにスコアカード(検査成績簿) (別紙 1) の 記 入 が 行 な わ れ る 。 こ の ス コ ア カ ー

ドにおいては、各品質要素ごとに 5段階に区分した品質判定がされる。

つまり、真珠輸出検査の結果は最終的に 2段 階 で 表 示 さ れ る が 、 そ の過程では、すべての受検真珠に関する各品質要

素ごとの 5段階の評価データが記録され、真珠検査所に蓄積されているのである。この 5段階評価の基準は、 「検査成

績簿記載要領 J (別紙 2)として真珠検査所の内規的に定められており、個別の 5段階品質評価の結果自体はこれまで

必ずしも公表されていない 。 そ の 集 計 結 果 の 統 計 資 料 が 、 真 珠 検 査 所 年報や真珠年鑑(真珠新聞社刊)の真珠輸出検査

の動向報告に利用されているのみである。

しかし、この経験及び データは、今後真珠の品質問題を考えるさいの基礎資料としてきわめて重要であると考えられ

る。
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別紙 2
検査成績簿記載要領

品位 E E 百 V 

検査事項

l 巻 真珠層が非常に厚いもの 真珠層が厚いもの 真珠層が梢薄く核の存在が意 真珠層が薄く核の層状が認め 真珠層が非常に薄く核が明瞭

(重厚な感じのするもの〉 識されるもの られるもの に認められるもの

例 中珠にあっては 3年以上例中珠にあっては2年位差|例中珠にあっては l年位養

養殖したと認められるもの | 殖したと認められるもの 殖したと認められるもの

2. 形 Round Semi BaroQue Baroque Ve r y BaroQue 

球形のもの 球形で歪みの認められる なだらかな凹凸、又は{董か 著しい凹凸、又は著しい突 Baroqueの中、醜形を

例. まり状 もの な突起のあるもの 起のあるもの 呈するもの

例.卵型等

3. つや 底光りが強く重厚な真珠光沢 底光りの強い真珠光沢を有す 普通の真珠光沢を有するもの 真珠光沢の少いもの 真珠光沢の殆んどないもの

(光沢〉 を有するもの るもの

4. きづ 無いもの 小きづ程度のもの 中きづ程度のもの 大きづ程度のもの きづ過多のもの

A (天然〉 殆んど目立たないもの やh目立つもの l明瞭叩もの 致命的なきづのあるもの

(害Ij:h、破損等〉

B (加工) :全上 全上 全 上 全上 全上

5. しみ 無いもの 少しある 多いもの |著しく多いもの 醜状を呈するもの

又はとろ

6. 仕上げ‘ 加工技術ι優秀にして連にあっ 加工蜘優良にして吋問問にしておっ 加工技術や h不良にして連に 加工技術拙劣なもの

ては連相の調和が非常によく つては連中目の調和がとれてい ては主要部を除く箇所に於て あっては連相の不調和が認め

とれているもの るもの や〉違栢の不調和が認められ られるもの

るもの

G i a d e |宝石と認められるもの |高離装飾品と認…もの |昔時と認…も の 真珠としての価値のないもの 真珠としての価値が全くない

ちの . 
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真珠検査規則の規定① 

として次のように規定されている。
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水産庁長官通達による規定② 

その要約が別紙 3でにおいて詳細規定されているが、「真珠輸出検査の実施について」水産庁長官通達さらに、

ある 2
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受検 真 珠 の 種 別 I~R | 黒真珠 ※
(同記 4 の 2 ) 

l-u別圏一…査方法… I4の前段の規定に村わ川のすべてに
当するときは L (検査方法及び Lの基準J I適合するときは上級品 (H) (Hの基準〕

(1) ド ロ 珠…ー稜性意及ひ有機物明第を益く受け、 |梅田法 (A)

撮った灰色、褐色音色簿を呈し、Jt~ (イ)ノにほ露経光飯下による検査
染地尺の少仏、もの。 I 標摘も線C、j照宮.∞o)レックス以とで検笠を行なう 1(2)空 胴 全くないもの

(2)薄 巻…一真珠掛悔し核の底ギラ等制寸I(ロ)局趨暗獄掴こよる後交(倍率は20 0骨 | 
かに認められるもの，);(下のもの。 I 真珠醤軍機達治制エ処理により幸子るしくi謹虫されたも I(3) 吹出きず

(3)キズ珠 一一イボ又はピン・ホール、摩擦キス等が | の文I~怒揺歪蒐に縫料、 コロイド怨等i1J蓄憐何月らの、| 巌文拘吋吋可枕机なuも仇 | 棚叫肌…る初Wω…lは札似ま札μLは財とけす
(ω凶4ω)害割リ れ E珠令..ー核害帆がa~告に認められるもの又J語tI後牽万法 (B)

命的な真球温書肘1のあるもの。 I(イ)弱磁浅漬話議
(5) 染め珠一 一免急不良で染めむらの著しいもの、染 | 決の試政方法により、もとの色紹市叫月らかに失われる

料品4佃こ付者するものおよひ要議逗萄| ものはLとする。 1(4)仕.l::JJ1lI法その他4似 4'10'ら(S)までのいずれにも該当し
に集斜又はコロイ卜湖留められるも | 誤殺方法:怠料表面時間 0%を痘跨パラフィ二等司宣! ないもの。

のゑ | 定し、クエジ酸596縞夜に界亙括協献1/1.∞o容量む
(6)荒れ珠 一一漂高島変文は染色のため表面に著しい | を加え、被混25'Cにおいて30分市翠漬する。

亀弘Ji.肱リンク積鰐があるもの I(ロ)はく鱒描
又は変質し易いと認められるものゑ | 真珠藷蚕司カ骨与箸クラフトテープにより、はく除する

(7) シ ミ珠 ー しみの程度訪管しく、文岬II!Dこ耳、直| ものはLとする。
当なもの。 I判事磁問 主

(8) 破損晶一一素議層カ宅街負しているもの。ハーフ・| 真珠を苓瞳し、その街面言により泥珠、湾巻珠等の下
パールの台はがtt...透糸連@糸切惇| 繰飼料を使用して力Eされたと認められるものはLとする

規 定 の性格

規定の内容

一般 ( あこや真珠〉
(長官通達の記 4 ) 

次の 1項 目 以 上 に 該 当 す る と き は
下級品(L )  (Lの基準〕

Mt * 摂 核 真
(同 記 4 の 3

(1)どろ 全くないもの

サイズの 3/1以下のもの。ただし、通糸

速lこあっては、速を4越している各珠海
にそα紡中央~し糸に対し直角の部
分をいうc ) 1/:>笥扮のきずかサイズの
1/5 U下であること。

淡水染色真
〈同 記 4 の 4

珠
〉

肉眼で判別困難な場合の検査方法、次に該
当するときは L (検査方法及1:)11の基準〕

白ちょう員真珠、黒ちょう員真珠等海外産
費量殖真珠 (同記 4の 5) 

I 4の前段の規定にかかわらず次のすべてに
適合するときは H (Hの基準〕

ハーフパール
( 同記 4 の 6 ) 

珠

)

一
導

一
旬
日

真
7
一耐

詰

一

事

の
一
の
き

瓶

一

て

ー

は

4
一
引
方

た

一
に
査

ロ
]
一
時
不

ま
雪
ロ
一
一
計
検

詰
同

一軒
び

缶
(
-
原
及

山額減鏡による検査(倍率は20 0倍) I (1)どろ 全くないもの。
英政策E構造力''lJro:処理こより著しく儲曲されたもの又 I(2) 巻 核の層、ギラ等カ宅金く認められないもの。

l之箆援護面重l;j剣道弘コロイド窓等の蓄積が明らかに認め 1(3)き ず 手l毘00があるもので、吹出きずか中きずJ2[f
られるものは、 Lとする。 I のもの。 1(2)シオコピ

(2) 汗試験 | または帯伏ほ‘けきず切目立たないもの。
設住人B晴樹ヒナト リ払 10g十手直i9+I}ンI(4) しみ 革t長彊主があるもので、中しみ以下のもの。 1(3)キ ズ

酸二ナトリウム2.59/的 、7)!-11;;也心持復位化1(5)仕上』効日工法その他 40);4め、ら(9)までのいず初こも

ナトリウム 109+炭酸アンモニウム49+リンE苛ニナト| 該当しないもの。
リウム2.59'2)の各樹皮俗比50: 1 の~君臨
約3O'C)に慧桝真珠を30分情誼潰し、脱液後続起暴露中
(4 0 'C)で4堵噂操し明らかに実認さ及びi汚努め号車め
られるものは、 Lとする。

(3) はく断言語主竜

真珠表面画カ咋諸手クラフトテープによりはく高佐するもの
は、 Lとする。

(4)研事試議
再任聴し、その断琶謂lこより、博之鴻鵠の下

築材料を使用して加工されたと認められるものは、 Lとす
号。

4及び 4の 4の規定にかかわらず次の 1項
目以上に該当するときは L (Lの基準〕

!s)突

(供溶完演傷。笠~臣できるもの。〕容易に
甜員するおそれがある膚伏その他の薄巻が
認められるもの。

シオコビかヰザ誼にあるもの、都封切こ集
中して目立っているものまたは多いもの。
スリキスLヒッカキキスL突きキズLヒビ
ピンホールまたはスポット状の凹凸その他
のキ;だがあるもの。
細い縁状の白筋があるもの。
主として慣聞に白い筋ウ笠窪しているもの
染めむらその他異色部分があるもの。
タモリが中央直にあるもの、iiY享なもの、
多いものまたはツヤボケカ普しいもの。

起 著しゅ建忌イボ、寄りシワその個車い凹
印ミあるもの。

黒色町茶色簿(軽度の黄色系を除く。)の
シミがあるもの。
(台助、t1--)義主婦喝弘 砥雲寺のあ

るもの。

信吉または摺誼昭事の検査にあたっては、原則としてこ
れに用いるパラ珠を覇国こ臨して下級品 (L)を辺別
除去するよう指導し、核付けにあたっては、ロットごと

に、荷ロの大きさに応じて次表により抜取り検査を行な
い、それぞれの格付基噛こもとづいて半憶する。

(次麦略)

(1)薄巻

(4)日筋
151貝柱シワ
(6) 染色不良
(71 クモリ

(9) シ

(101破損

※ 白 人二処冨こよるらのであり、黒



(5) 

(6) 

標準ノ〈ラ珠及び標準通糸連

① 真珠検査規則第 3条(検査の方法〉 の規定により、 「検査は、 農林 水 産 大 臣 が 定 め る 標 準 パ ラ 珠 及 び 標 準 通 糸 連 に

基き、 肉眼検査の方法に よ り 行 な う 。 」 とされ、 また、 同規則同条第 2項においては、 標準バラ珠及び標準通糸連を

定める場合には、 真 珠 養殖事業審議会の意見をきくものと定められてい る 。

② しかし、 毎日専門的に検査を行なう検査員は、 いったん定められた標準パラ珠及び標準通糸連をもって示される格

付標準は十分熟知して頭の中にあるので、 検査に当たっていちいち標準ノ〈ラ珠文は標準適糸連と照合することはほと

んどない。

③ 同時に、現行の標準パラ珠及び標準通糸連は、 いわば"下級品(L ) の上限" を示すものであるため、 経時変化に

よって制定時と対比して変化(劣化〉 す ることが不可避である点が問題である。

加工処理真珠の表示

① 現 行 の 輸 出 検 査 に お いては、 科学的に処理した黒真珠(銀塩処理など) は、 rScientifical1y treated tlack ( s 

T B ) 」 と表示することとされている。 具体的には、 スコアカードの該当欄にチェックするとともに、 検査請求書付

属書の余白に Noteとして記載される。

② このことは、 真珠検査所発行の 「検査請求書記載の手引」 によって指導されている。

検査請求書記載の手引き (抜すい)

ク 余白に記載する事項 ( N 0 t 巴〉

(ア〕 クラス プ付きの通糸連

¥v i t h c 1 a s p 

(イ〉 ク ラ スプを同封する場合

1主 通糸連と同数以下のクラスプを同封することは認められています。

Enclosed clasps 

Lウ〉 科学的に処理した黒真珠

Scientifical1y treated b 1 a c!{ 

F 

3 
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2 真珠輸出検査を圏内に適用するに当たっての具体案

(1) 日本産真珠の海外における声価の維持を主な目的として実施されてきている真珠の輸出検査は、昭和 27年 以 来 40 

年余の経験を経てすでに制度として定着を見ているが、近年における園内市場の急速な麗聞に対応して、これを基本的

に 消費者保護の視点から国 内にも適用することは、十分検討に値いする課題であると考える。いまやわが国が世界最大

の真珠の消費国であり、養殖真珠の原産国であるが、現状では商品知識が十分に普及されているとはいえず、しかも、

もともと真珠が美しいも のの象徴としてイメージ先行型の商品であると こ ろ か ら 、 圏 内 流 通 真 珠 に つ い て 何 ら か の 品 質

検査 制 度 の 途 を ひ ら く こ とは、消費者にとっても望ましいことであろう。

(2) 真珠の輸出検査において蓄積されてきているノウハウは、原則的に園 内 に お い て も 適 用 し 得 る と 思 わ れ る 。

しかしながら、輸出検 査と園内検査とは、性格的に異なる面もあり、実態に即した制度の組み立てが必要であること

はい う ま で も な い 。 そ の 意味で、圏内検査は、次のような基本的方向で検討することを提案する。

① 検査の性格・・・・現行の輸出検査のような「強制検査」ではなく 、消費者または流通業者の希望に基づいて行な

う「依頼検査」とする。

② 受 検 者・・・・ 消費者または流通業者のいずれも認める。前者の場合は、宝飾品の鑑別制度に近い側面をもっ

ものと考える必要がある。

③ 検査主体及び検査担当者・・・・検査の実施主体は、 「社団法人日本真珠振興会」とし、その名義による「検査検

定書 J (仮称〉を発行する。検査は、検査実施 主 体 の 職 員 の 身 分 を も っ 者 が 、 真 珠 検 査 所 の 指

導を得て行なうこととする。

④ 検査の単位・. ， .現行のような商品ロット単位のみでなく、個別商品単位でも検査を行なう。

⑤ 検査基準及び表示" 'i) 'J . 原則としてすでに定着している輸出検査 基 準 を そ の ま ま 採 用 す る 。 た だ し 、 等 級 の ネ ー



⑤ 検査場所・

⑦ 検査の財政・

ミングは、 「上級(H) J及び「下級(L) Jではなく、 「合格」及び「格外」とする。 7
・

さらに、つけ加えて、特定の品質要素(当面「巻き」及び「真珠光沢 J )について、特に優れ

たものもその旨表示する。その他、希望に応じ母貝の種類、色などについても表示する。

また、人工処理真珠(当面「科学的に処理した黒真珠 J )も、その旨表示する。

-真珠検査所(東京・神戸〉とし、あらかじめ予約して日時を設定する「予約制」を採用する。

-受益者負担の原則で受検者から「検査料」を徴収する。検査料は、必要経費をまかなう最少限

の考え方で算定し、決定する。ただし、流通業者が受検者となる場合の「半製品ないし素材」

と消費者が直接、間接の受検者である「最終消費形態の真珠製品」とは、別体系(前者の場合

は受検品の重量に伴う「従量検査料」、後者の場合は受検品の点数による「点数検査料 J )で

算定する。


